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企業経営者の倫理性 と職業監査人の独立性

金 谷 良 夫

〈 世 相 雑 感 〉

コク ドの当時 オーナー であった堤義 明氏 による有価証券報告書虚偽記載 の不祥事

に続 き、IT業 界 の注 目を集 めてきた ライブ ドアの役員 による会計不正 が発覚 し、経

営者 のモ ラル ・ハザー ド(倫 理 の欠落)が 浮 き彫 りに された。新 旧を問わず企業経

営者 の倫理性が改 めて問われ る事態 とな ってい る。

一方、 旧カネボ ウの会計監査 を担 当 した 中央青 山監査法人 の関与社員(公 認会計士)

が、同社 の長年 にわた る多額 の粉飾 を見逃 し、株主 を始 め多 くの利害 関係 者 に多大

な損害 を与える結果 とな った。企業の開示す る会計情報の適 正性 をチ ェ ック し、そ

の信頼性 を評価す る職 業監査人 の独立性 が再 び問われ る状況にあ る。

企業経営者 の経営責任 が厳 しく求 め られ る環境 にある。 ここで経営責任 とは、第

1に、株 主か ら託 された会社 の事業を適正 に執行 す ること、第2に 、そ の結果 を財務

情報等 によって利 害 関係者 に適切 に開示す ることである。前者 がエ クイテ ィー=ス

チ ュワー ドシ ップ関係で あ り、後者 がアカ ウンタ ビ リテ ィーの問題 である。

経営者 の第1の 責任 を果 たす た めには、会社 内部 にお いて経営者 に よる有効な 内

部統制 システムの設計 と管理 が求 め られ る とともに、企業全体 としての コー ポ レー

ト・ガバナ ンスが厳格 に機 能 していなければな らない。そ して、結果 につい ては、

そ の責任 の所在 を明 らかに して厳正 な対応 が選択 できる組織が必要 とな る。

第2の 責任 は、企 業のデ ィス クロージ ャー を充実す る ことによって達成 され る。

株 主や債権者 な どの利害 関係者 が、企業の状況に関す る判断 を誤 ることな く、合理

的 な意 思決定が行 な えるよ うに、有用 な情報の十分 な開示 を行 な う必要 があ る。 そ

の ためには、内部 監査体制の整備や会計監査人の設置 が求 め られ る。

次に、職業監査 人の独 立性 を どう確保す るかの問題 が喫緊の課題 であ る。職業監

査人の独立性 とい う場合 、経済的独 立性、身分的独 立性お よび精神 的独 立性 のいず
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れ も求 め られ る。 と りわけ専門家 としての職業倫理 に大 きく依存す る精神的独立性

の確保が最 も重要 で ある。

先 の中央青 山監査法人 の関与社員 の場合、 この監査人 としての精神 的独立性 の継続

的堅持 において、何 よ りも職 業会計人 として不適格 であった と断ぜ ざるを得ない。

同法人 は監督官庁 か ら業務停 止命令 を うけてお り、関与社員 の刑事告訴や損害賠償

責任 な どの社会的ベ ナル ティーが課 され るこ とにな る。

企業経営者の倫理性 を高めるために、最近 とくにCSR(企 業の社会的責任)が

強 く叫ばれてお り、 また、 コーポ レー ト ・ガバ ナ ンスのあ り方 が問われ てい る。職

業監査人 は専門家 として独立不羅 の態度 を堅持 し、企業経営者 のモ ラル ・ハザー ド

を阻止 し、企業経営 の透 明性 を高め る上 で大 き く貢献す るこ とを期待 したい。

〈 編 集 後 記 〉

『国際経営 フォー ラム』No.17/2006が 発行 され た。 本誌 の特集 は、 「会社経営の

論理 と倫理」 とした。2005年11月22日 に開催 された国際経営 フォー ラム(国 際経営

研究所主催)の 基調講演 と円卓討論 の内容 を誌 上載録 した ものであ る。同 フォー ラ

ムは、新会社法 の適用(2006年5月1日)を 目前 に して会社法の狙 い と特徴 を明 らか

にす る とともに、会社法 に内在す る課題 と適用 まで に各企業が対応すべ き実務的な

問題 を議論す る機会 となった。多 くの方々の参考 になれば と思 う。

共 同研 究の中間報告 が3プ ロジェ ク トよ り寄せ られ 、研究論文 も6名 の所員お よび

客員研 究員 か ら投稿 があった。先生方の ご協力 に感 謝す るとともに、 とくに若 い客

員研究員各位 の一層 の研究の進展 を期待 したい。 また、経営学部の2005年 度 「NPO

マネ ジメン ト」 の特別講師 として講演 され た諏訪裕 美子先生 よ り、松 岡紀雄教授 を

介 して特別講座 に ご寄稿頂いた。ボ ランテ ィア活動 の苦労 と成果 が綴 りこまれ てい

て、説得的であ る。感謝 申 し上 げたい。教 育 ノー トは新垣先生に報告頂いた。

なお、今回 よ り本誌 の編集 に工夫 を加 えて、〈 ビジネス 〉のセクシ ョンを新 しく

設 けた。 「読書ルー ム」、 「特報サイ ト」 および 「編集 コラム」か ら構成 され る。 「読

書 ルー ム」 は 、所員 並び に客員研 究員 の著作紹介 も しくは書評 コーナー であ る。

「特報サイ ト」 は、 当研 究所 の事業活 動 に関す る重要な成果 も しくは計画 を公 表す

る場所 であ る。 「編集 コラム」は、編集 人の編集 方針 や編集後記 を記載す る ととも

に、筆子の世相雑感 を したためるペー ジ とな る。 ご教示 とご支援 をお願い したい。
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